新市民病院建設候補地に「諏訪地区」を残すことを求める決議
市長選挙において、新市民病院建設候補地が争点の一つとなり、諏訪地区建設計画見直し派の山脇新市長が、本年１０月に誕生した。同年１２月の本会議において、３日間にわたり代表質問や一般質問が行われ、多くの議員から市民病院建設候補地などについて、市長に質問がむけられた。答弁を聞く限りでは、諏訪以外に必ず候補地が見込めるとは思えないし、市長も、「１年以内で市街化調整区域への決定は難しい。」と答えている。
特に、豊川市民病院に９割の医師を派遣している名古屋市立大学側は、１年以内に病院の候補地を決定しない場合は医師の派遣計画が立たないと、市長にはっきりと述べている。
多くの議員は、速やかに病院建設の候補地を選定し、着工しないと、医師不足、地域医療の崩壊を招きかねないことから、既に地権者と合意の取れている「諏訪地区」を、候補地のひとつとして残すよう市長に求めた。しかし、市長はあくまで「諏訪地区は対象外」を繰り返すばかりであった。
さらに、１２月１８日、要望書として、本趣旨の文書を提出するも、「諏訪地区以外の考えを変えるつもりはない。」との回答であった。要望書提出時の市長との話し合いの中でも、平成２３年度の期限内での病院建設の確信、あるいは、１年以内の候補地決定の確証は得られなかった。
選挙で示された民意とは、「良い病院を早く造ってほしい。」というものであり、｢病院建設地は諏訪地区以外で｣を実現すれば、建設は大幅に遅れても仕方ないというものではないと確信する。
１８万市町民の「命の危機」を回避し、地域医療の崩壊を招かないためにも、新市民病院建設候補地に「諏訪地区」を残すことを強く求める。
今後、議会としては、行政と互いの役割のもと、速やかに市民の望む、より良い病院建設に向けて支援することを表明する。
以上、決議する。
平成１９年１２月２１日
愛　知　県　豊　川　市　議　会　　　　　
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